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Flame retardant polyethylene extruded communication wires for indoor use
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	1.　制定の趣旨　建設大臣官房庁営繕部設備課の平成11年3月15日付け事務連絡「EMケーブルの規格作成について（依頼）」によって，当工業会にJCS作成について依頼があった。
	2.　制定の経緯　EMケーブルを官庁施設で使用するため，平成10年3月23日付け建設省営設発第24号の「環境に配慮した電線の規格作成について（要請）」によって，同年10月30日付電線技第119号で低圧電力用及び制御用EMケーブルの規格化の報告を受けて，官庁営繕部では，規格化されたEMケーブルを全面的に採用するため，基準類の改正について各地方建設局等へ通知した。
	3.　審議中に特に問題になった事項　審議中に特に問題になった事項は，次のとおりである。
	1.　電線の種類
	2.　JCS規格作成上の留意事項
	3.　作成希望時期
	4.　規定項目の内容
	4.1　適用範囲（本体の1.）　本規格の制定の趣旨によって，ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されていることを明記した。
	4.2　記号（本体の3.）　記号は，EM－TIEF及びEM－TIEEとしたが，その意味は次のとおりとする。
	4.3　発煙濃度（本体の6.12）　発煙濃度の規定の是非については，低発煙も広い意味で環境に配慮しているとの意見が多数占めたため，規定することとした。
	4.4　燃焼時発生ガスの酸性度（本体の6.13）　ハロゲンの有無を確認するための燃焼時発生ガスの酸性度の試験方法は，消防庁告示第10号（平成9年12月18日）耐火電線の基準の燃焼時発生ガス試験をベースとしてJCS第397号Aの7.に追加・改正したものを適用することとした。

	5.　懸案事項　環境問題に関する意識の高まりから，電線・ケーブルに対する要求も今後，種々変化することが考えられる。
	2 審議委員会及び原案作成委員会の構成表



